
167 オリーブ山での説教（３） 

マタイによる福音書 24：9～14、マルコ 13：9～19、ルカ 21：12～19  
・・・・・前回に続き、ニサンの月の 12 日（火曜日）の出来事である・・・・・  

終末の徴３（マタイによる福音書 24：9～14） 

→ファイル No.165、ペトロ、ヤコブ、ヨハネ、アンデレの質問に対するイエスの教えの続き 

09 そのとき（→then：それから）、あなたがた（→ユダヤ人へ遣わされた預言者たちや知者たち）は苦し

みを受け、殺される。また、わたしの名のために、あなたがたはあらゆる民に憎まれる。 

→★9 節から、大苦難（患難）時代の記述が始まる（→9～14 節：大苦難（患難）時代の前半[3 年半]）。 
 
10 そのとき、多くの人がつまずき（→躓き：失敗し、しくじり）、互いに裏切り、憎み合うようになる。 
11 偽預言者も大勢現れ、多くの人を惑わす。 

→ 偽預言者⇒①神を代弁する者であると主張する、②主張は預言ではない、③人々を神から遠ざける。 
→ 偽預言者≠偽キリスト（タイによる福音書 24：5） 
わたしの名を名乗る者（→マルコ 13：6、ルカ 21：8＝偽キリスト）が大勢現れ、『わたしがメシアだ』

と言って、多くの人を惑わすだろう。 

※旧約聖書（ユダヤ教聖書）には、偽預言者のことがしばしば書かれている。彼らは、神の掟に従わない

ようにイスラエルの民をそそのかした（列王記上 18：1～39、エレミヤ書 14：13～16）。 
※聖書（新約聖書のみ）に「偽預言者」は 14 回（13 聖句）に登場する。 
 
12 不法がはびこる（→蔓延る：幅を利かせる、良くないものの勢いが盛んになる）ので、多くの人の愛

が冷える。 
→罪の広がりを防ぐ者がいなくなり、罪が増え、人々は神の御心（愛）に反する行いをするようになる。 
 
 

イスラエルを欺く者たち                         教会を欺く者たち 
  ↓                                      ↓ 



13 しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。 
→大苦難（患難）時代を生き延びたユダヤ人たちは神の恵みと信仰により民族的に救われる。 

 
【参考】 聖書にある「最後まで耐え忍ぶ者」 

 
14 そして、御国のこの福音はあらゆる民への証しとして、全世界に宣べ伝えられる。それから、終わり

が来る。」 
→（回復訳）そしてこの王国の福音は、すべての民に対する証しのために、人の住む全地に宣べ伝えられ

る。それから終わりが来る。 
→（リビング・バイブル）そして、御国についてのすばらしい知らせが全世界に宣べ伝えられ、すべての

国民がそれを耳にします。それから、ほんとうの終わりが来るのです。 
 
【参考】 

 
 


